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中
央
区
長

�

や�

だ�

よ�

し�

ひ�

で

「区のおしらせ　中央」は毎月１日、11日、21日の月３回発行。次回12月１日号は町会・自治会配布です。

こ
の
ほ
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
の
代
表
と
の
「
区
政
を
話
し

合
う
会
」
が
開
か
れ
、
幅
広
い

問
題
に
つ
い
て
活
発
、
か
つ
熱

心
に
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
が

で
き
て
大
変
有
意
義
で
し
た
。

こ
の
会
は
区
民
各
層
の
意
見

や
要
望
を
直
接
聴
き
、
行
政
施

策
に
生
か
す
た
め
昭
和
四
十
七

年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

四
十
一
回
目
の
今
回
は
消
防
団
、

区
商
連
、
工
団
連
、
消
費
者
友

の
会
、
婦
人
学
級
連
絡
会
、
体

育
協
会
、
各
種
障
害
者
団
体
、

食
品
衛
生
協
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
な
ど
二
十
三
団
体
と
一
般
公

募
の
方
々
が
参
加
。

こ
の
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
は
築
地
場
外
市
場
の
波

除
通
り
の
整
備
、
東
京
駅
前
の

再
開
発
促
進
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

適
正
管
理
な
ど
が
喚
起
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、「
福
祉
」
で
は
重

度
身
体
障
害
者
の
通
所
サ
ー
ビ

ス
や
医
療
ケ
ア
の
充
実
、
知
的

障
害
者
の
特
別
支
援
教
育
の
拡

充
や
雇
用
促
進
、
精
神
障
害
者

の
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
立
な
ど
が
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
長
引
く
不
況
か
ら

脱
却
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
景

気
浮
揚
策
が
強
く
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
一
方
、
行
商
に
よ
る
路

上
弁
当
販
売
が
目
立
ち
ま
す
が
、

不
衛
生
で
あ
る
た
め
、
厳
し
く

取
り
締
ま
る
よ
う
監
視
強
化
も

求
め
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容

住
宅
に
関
す
る
事
業
の
ご
案
内
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
２
頁

東
京
都
知
事
選
挙
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
４
頁

　

年
末
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

お
よ
び
渋
滞
防
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
都
内
に
お
い
て「
平
成

二
十
四
年
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

区
と
区
内
警
察
署
な
ど
が
連
携

し
て
、「
や
さ
し
さ
が　

走
る
こ

の
街　

こ
の
道
路
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
次
の
重
点
項
目
を
掲
げ
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

　

小
学
生
の
飛
び
出
し
交
通
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
信
号

を
守
る
こ
と
や
横
断
歩
道
を
渡
る

こ
と
な
ど
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
昼
間
も

明
る
く
目
立
つ
服
装
を
心
掛
け
る

と
と
も
に
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
は

反
射
材
用
品
を
身
に
付
け
て
外
出

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

運
転
者
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も

や
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
徐
行

や
十
分
な
間
隔
を
保
持
す
る
な
ど

「
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
」を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
自
転

車
安
全
利
用
五
則
を
実
践
し
交
通

ル
ー
ル
を
順
守
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

よ
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　

・
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並

進
の
禁
止

　

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　

・
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一

時
停
止
・
安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

◎
銀
座
一
丁
目
か
ら
八
丁
目
ま
で

の
中
央
通
り
の
歩
道
上
は
自
転

車
に
乗
っ
て
通
行
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
車
道
の
左
側
を

通
行
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ブ
レ
ー
キ
や
ラ
イ
ト
を
備
え
て

い
な
い
自
転
車
は
道
路
を
走
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
自

転
車
販
売
店
な
ど
で
定
期
的
に

点
検
整
備
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
重
大
な
交
通
事
故

に
直
結
す
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

　

ま
た
、
車
を
運
転
す
る
こ
と
を

知
り
な
が
ら
運
転
者
に
酒
を
勧
め

る
こ
と
や
酒
を
飲
ん
だ
人
に
車
両

を
提
供
す
る
こ
と
、
飲
酒
運
転
の

車
両
に
同
乗
す
る
こ
と
も
、
犯
罪

と
し
て
道
路
交
通
法
で
厳
し
く
罰

せ
ら
れ
ま
す
。「
酒
を
飲
ん
だ
人

に
は
車
を
貸
さ
な
い
、
運
転
さ
せ

な
い
、
同
乗
し
な
い
」こ
と
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

　

運
転
者
の
皆
さ
ん
は
、「
飲
ん

だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま

な
い
」を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

　

二
輪
車
の
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過

ぎ
や
無
理
な
追
い
越
し
は
大
変
危

険
で
す
。
自
分
の
運
転
技
術
や
車

両
の
性
能
を
過
信
す
る
こ
と
な
く

カ
ー
ブ
や
交
差
点
の
手
前
で
は
十

分
に
速
度
を
落
と
す
な
ど
、
安
全

運
転
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
胸
部
プ

ロ
テ
ク
タ
ー
を
正
し
く
着
用
し
て
、

自
分
の
身
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

違
法
駐
車
対
策
の
推
進

　

違
法
駐
車
は
、
渋
滞
や
交
通
事

故
を
引
き
お
こ
す
原
因
に
な
る
な

ど
、
都
市
交
通
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

　

車
で
の
外
出
や
買
い
物
の
際
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
駐
車
場
の
場
所

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
短
時
間
で
も
必
ず
駐
車
場

や
パ
ー
キ
ン
グ
・
メ
ー
タ
ー
な
ど

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
、
違
法
駐
車
を

「
し
な
い
・
さ
せ
な
い
運
動
」を

推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
し
て

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
の
順
守
と
正
し
い
マ
ナ
ー
の
実

践
を
励
行
し
、
交
通
事
故
の
防
止

と
渋
滞
の
解
消
に
努
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
交
通
ル
ー
ル

な
ど
を
家
庭
で
話
し
合
う
習
慣
を

つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

　

道
路
課
交
通
対
策
係

�

☎（
３
５
４
６
）５
４
１
５

　

中
央
警
察
署

�

☎（
５
６
５
１
）０
１
１
０

　

久
松
警
察
署

�

☎（
３
６
６
１
）０
１
１
０

　

築
地
警
察
署

�

☎（
３
５
４
３
）０
１
１
０

　

月
島
警
察
署

�

☎（
３
５
３
４
）０
１
１
０

／1121

▲「ＴＯＫＹＯ交通安全キャンペーン」ポスター

ＴＯＫＹＯ交通安全キャンペーン
12月１日（土）～７日（金）
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夏
の
間
、
木
陰
を
つ
く
り
、
快

適
な
空
間
を
与
え
て
く
れ
た
街
路

樹
も
、
越
冬
の
準
備
の
た
め
葉
を

落
と
し
ま
す
。

　

落
ち
葉
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
葉
が
雨
に
濡
れ
、
滑
っ

て
転
倒
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

区
が
行
う
清
掃
だ
け
で
は
、
対

応
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
落
ち
葉
の
清
掃
に
区
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

　

水
と
み
ど
り
の
課
道
路
緑
化
施

設
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
４
３
７

　

日
本
で
は
平
成
二
十
三
年
に
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
千
五
十
六
件
、
エ

イ
ズ
患
者
四
百
七
十
三
件
の
報
告

が
あ
り
、
新
規
エ
イ
ズ
患
者
報
告

数
は
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
全
国
の
保
健
所
な
ど
で

の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
件
数
は
前
年
か
ら

ほ
ぼ
横
ば
い
、
相
談
件
数
は
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

潜
在
的
な
感
染
者
数
の
増
加
が
予

測
さ
れ
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
は
、
発
見
が
早
け

れ
ば
適
切
な
治
療
で
エ
イ
ズ
の
発

症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ド
ー
ム
を
正
し
く
使

用
す
る
こ
と
で
、
予
防
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
予
防
月
間
を
き
っ
か
け

に
、
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
予
防
に
努
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）で
は
、

十
二
月
一
日
を「
世
界
エ
イ
ズ
デ

ー
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「〝
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
〞Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｓ　

Ｏ
Ｎ
…
〜
エ
イ

ズ
は
続
い
て
い
る
〜
」で
す
。

　

エ
イ
ズ
予
防
月
間
に
あ
わ
せ
て
、

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す（
別
表
参
照
）。

エ
イ
ズ
・
性
感
染
症
の
検
査
・

相
談

　

匿
名
、
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

（
要
電
話
予
約
）。

検
査
日

　

毎
月
二
回（
原
則
第
二
・
第
四

木
曜
日
）

　

午
前
９
時
〜
９
時
45
分

※
問
合
せ
先

　

中
央
区
保
健
所
健
康
推
進
課
予

防
係

 

☎（
３
５
４
１
）５
９
３
０

住
宅
修
繕
等
資
金

の
融
資
あ
っ
せ
ん

　

住
宅
の
修
繕
や
木
造
住
宅
の
耐

震
補
強
な
ど
を
し
よ
う
と
す
る
方

で
、
そ
の
資
金
を
調
達
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
、
低
利
の
融
資

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
指
定
金
融
機

関
に
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。ま
た
、要

件
を
満
た
す
修
繕
な
ど
に
つ
い
て

は
、
区
が
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅

・
区
内
に
所
在
す
る
も
の

・
建
築
基
準
法
上
適
法
の
も
の

・
居
住
部
分
の
床
面
積
が
二
百
四

　

十
㎡
以
下
で
あ
る
も
の

修
繕
等
の
範
囲

　

住
宅
の
安
全
性
、
耐
久
性
、
居

住
性
を
高
め
る
工
事

◎
増
築
ま
た
は
改
築
工
事
で
建
築

確
認
申
請
を
必
要
と
す
る
工
事

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
込
資
格

　

次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る

方・
修
繕
工
事
を
す
る
住
宅
に
居
住

ま
た
は
、
修
繕
後
に
居
住
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と

・
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
・
融
資
を
受
け
た
資
金
の
返
還
お

よ
び
そ
の
利
子
の
支
払
い
に
つ

い
て
十
分
な
能
力
を
有
す
る
こ

と
・
こ
の
制
度
に
よ
る
資
金
融
資
を

受
け
、
償
還
中
の
者
で
な
い
こ

と
・
返
済
完
了
時
の
年
齢
が
八
十
歳

未
満
で
あ
る
こ
と

融
資
額

　

工
事
費
用
の
範
囲
内
で
、
二
十

万
円
か
ら
一
万
円
を
単
位
と
し
て

七
百
万
円
ま
で

利
子
補
給

　

次
の
工
事
に
は
利
子
補
給
を
行

い
ま
す
。

　

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
と

高
齢
者
・
心
身
障
害
者（
児
）に
利

便
を
与
え
る
工
事
の
融
資
額
に
対

し
て
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
場
合
、
区
が
二
％
の
利
子
補
給

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事

の
融
資
額
に
対
し
て
は
区
が
一
・

七
％
の
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

◎
融
資
あ
っ
せ
ん
の
決
定
を
受
け

た
方
は
、
指
定
金
融
機
関
と
融

資
契
約
を
締
結
し
、
工
事
完
了

後
に
融
資
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
融
資
を
受
け

る
方
は
信
用
保
証
会
社
な
ど
に

申
請
を
し
、
保
証
料
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
金
融

機
関
の
審
査
結
果
に
よ
っ
て
は
、

融
資
契
約
が
締
結
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◎
必
ず
工
事
に
着
工
す
る
一
カ
月

前
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　

住
宅
課
計
画
指
導
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
４
６
６

高
齢
者
等
の

居
住
支
援

あ
ん
し
ん
居
住
制
度
利
用
助
成

　

区
民
の
方
が
区
内
の
賃
貸
住
宅

に
転
居
す
る
際
に
、
公
益
財
団
法

人
東
京
都
防
災
・
建
築
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る

「
あ
ん
し
ん
居
住
制
度
」を
利
用
す

る
場
合
、
利
用
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

対　

象

・
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者

・
障
害
の
あ
る
方（
障
害
の
程
度

に
よ
る
条
件
あ
り
）

助
成
額

・
預
か
り
金
タ
イ
プ
は
利
用
費
用

の
二
分
の
一

・
月
払
い
タ
イ
プ
は
事
務
手
数
料

◎
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

家
賃
債
務
保
証
制
度
利
用
助
成

　

区
民
の
方
が
区
内
の
賃
貸
住
宅

に
転
居
す
る
際
に
、（
財
）高
齢
者

住
宅
財
団
が
実
施
し
て
い
る「
家

賃
債
務
保
証
制
度
」を
利
用
す
る

場
合
、
そ
の
保
証
料
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

対　

象

・
六
十
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
、

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
る
六
十
歳
未
満
の
方（
同

居
者
は
配
偶
者
、
満
六
十
歳
以

上
の
親
族
、
要
介
護
・
要
支
援

認
定
を
受
け
て
い
る
六
十
歳
未

満
の
親
族
等
に
限
る
）

・
障
害
者
世
帯（
障
害
の
程
度
に

よ
る
条
件
あ
り
）

・
子
育
て
世
帯（
扶
養
義
務
の
あ

る
十
八
歳
以
下
の
者
が
同
居
）

助
成
額

　

保
証
料
の
二
分
の
一

住
宅
住
み
替
え
相
談

　

住
み
替
え
の
困
難
な
高
齢
者
に

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の
協
力
を

得
て
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
住
み
替

え
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
一

般
世
帯
を
対
象
に
公
共
住
宅
の
案

内
な
ど
住
宅
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す（
住
宅
の
紹
介
は
高
齢
者
世
帯

の
み
）。

相
談
日
時

　

毎
月
第
二
、
第
四
火
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時（
要
予
約
）

相
談
員

　
（
社
）東
京
都
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
千
代
田
中
央
支
部
の
相
談
員
、

区
職
員

共　

通

※
問
合
せ
先

　

住
宅
課
計
画
指
導
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
４
６
６

・
住
み
替
え
支
援
に
つ
い
て
は

　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
サ
ー
ビ

ス
係 

☎（
３
５
４
６
）５
３
５
５

　

区
で
は
、中
央
エ
コ
ア
ク
ト（
中

央
区
版
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
シ

ス
テ
ム
）の
参
加
者
を
対
象
に
、

家
庭
の
電
気
使
用
量
や
二
酸
化
炭

素
排
出
量
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表

示
さ
れ
る「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」の
貸
し

出
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
の
分
電
盤
に
測
定
器
を
取

り
付
け
る
だ
け
で
、
現
在
の
電
気

使
用
量
や
電
気
料
金
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
常
に
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
「
節
電
に
興
味
が
あ
る
け
ど
、

何
を
す
れ
ば
効
果
が
あ
る
の
か
わ

か
ら
な
い
」と
い
う
方
、「
節
電
を

心
掛
け
て
い
る
け
ど
、
ど
の
く
ら

い
の
効
果
が
出
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
い
」と
い
う
方
、
省
エ
ネ
ナ

ビ
を
使
っ
て
、
家
庭
の
省
エ
ネ
を

「
見
え
る
化
」し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　

象

　

中
央
エ
コ
ア
ク
ト
に
参
加
す
る

区
民

貸
与
期
間

　

二
カ
月

そ
の
他

・
貸
与
期
間
中
に
、
中
央
エ
コ
ア

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
貸
与
費
用
は
無
料
で
す
。

・
省
エ
ネ
ナ
ビ
の
設
置
と
撤
去
は

区
が
派
遣
す
る
業
者
が
行
い
ま

す
。

・
貸
出
可
能
台
数
に
は
限
り
が
あ

る
た
め
、
申
請
か
ら
設
置
ま
で

お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

中
央
エ
コ
ア
ク
ト
と
は

　

中
央
エ
コ
ア
ク
ト
と
は
、
日
常

生
活
に
お
け
る
環
境
活
動
に
よ
り
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
を
減
ら
し
て
い
く
取
り

組
み
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
皆
さ
ん
が

家
庭
で
無
理
な
く
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
、
節
電
や
光
熱
費
の
削
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認　

証

　

二
カ
月
間
取
り
組
み
、
一
定
の

成
果
を
あ
げ
る
と
区
か
ら「
認
証

書
」が
贈
ら
れ
ま
す
。

特　

典

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
器
等
導
入
費
助
成

制
度
で
の
上
乗
せ
助
成
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
平
成
二
十
四
年
度
は
受
付
を

終
了
し
ま
し
た
）。

・
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン

ト
千
ポ
イ
ン
ト
分
を
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
申
込
用
紙
）の

配
布

　

区
役
所
七
階
環
境
政
策
課
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

※
問
合
せ
先

　

環
境
政
策
課
温
暖
化
対
策
推
進

係 

☎（
３
５
４
６
）５
４
０
６

落
ち
葉
の
清
掃
に

 

ご
協
力
を

エ
イ
ズ
予
防
月
間

11
月
16
日（
金
）〜
12
月
15
日（
土
）

住
宅
に
関
す
る

事
業
の
ご
案
内

省
エ
ネ
ナ
ビ
を
設
置
し
て
家
庭
の

省
エ
ネ
を『
見
え
る
化
』し
て
み
ま
せ
ん
か

別表

日　時 会　場

12月3日（月）

午前 9時～ 日本橋橋梁付近

正午～
・銀座数寄屋橋公園
・ 晴海トリトンスクエア
　2階グランドロビー

◎ キャンペーンは配布物が終わり次第、終了します。

▲省エネナビ
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地
域
の
歴
史
や
文
化
を
象
徴
す

る
物
品
な
ど
を
展
示
・
公
開
す
る

施
設
の
整
備
お
よ
び
運
営
に
対
し

助
成
を
行
う「
ま
ち
か
ど
展
示
館

事
業
」の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま

す
。

対
象
事
業

・
新
た
に
展
示
施
設
を
整
備
す
る

事
業（
町
会
・
自
治
会
な
ど
の

公
共
的
団
体
に
限
る
）

・
既
存
の
店
舗
な
ど
を
活
用
し
て

展
示
施
設
を
整
備
す
る
事
業

・
既
に
公
開
さ
れ
て
い
る
展
示
施

設
を
活
用
す
る
事
業

◎
製
品
の
宣
伝
、
営
利
を
目
的
と

し
な
い
こ
と
、
五
年
以
上
継
続

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

助
成
対
象

　

展
示
施
設
の
整
備
費（
新
築
、

改
築
、
改
修
、
改
装
な
ど
の
経
費
）、

展
示
設
備
購
入
費
、
運
営
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

・
新
た
に
展
示
施
設
を
整
備
す
る

場
合

　

施
設
建
築
整
備（
経
費
の
十
分

の
九
、
上
限
一
千
万
円
）お
よ
び

設
計
に
係
る
経
費（
上
限
二
百
万

円
）

・
施
設
を
改
修
し
て
整
備
す
る
場

合

　

改
修
に
係
る
経
費（
上
限
百
万

円
）

◎
開
設
後
、
運
営
費
と
し
て
原
則

年
額
十
万
円
を
助
成

申
込
方
法

　

11
月
26
日（
月
）か
ら
12
月
28
日

（
金
）ま
で
に
区
役
所
六
階
文
化
・

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
に
設
置

し
て
あ
る
所
定
の
申
請
書
に
記
入

の
上
申
込
む
。

◎
中
央
区
ま
ち
か
ど
展
示
館
認
定

審
査
会
で
審
査
の
上
決
定
し
ま

す
。

※
申
込（
問
合
せ
）先

　

文
化
・
生
涯
学
習
課
文
化
振
興

係 

☎（
３
５
４
６
）５
３
４
５

　

区
立
住
宅
等
の
募
集
の
詳
細
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
平
成
二
十
四
年
度
の
募

集
か
ら
区
立
住
宅
等
の
申
込
資
格

に「
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
」が
加

わ
り
ま
し
た
。

区
立
住
宅

　

主
に
中
堅
所
得
世
帯
の
方
を
対

象
と
す
る
住
宅
で
す
。

対　

象

　

次
の
①
〜
⑥
全
て
の
要
件
を
満

た
す
方

①
申
込
者
本
人
が
、
次
の
い
ず
れ

か
に
あ
て
は
ま
る
成
年
者（
二

十
歳
未
満
の
既
婚
者
を
含
む
）

で
、
そ
の
こ
と
を
住
民
票
な
ど

で
証
明
で
き
る
こ
と

・
申
込
日
現
在
、
区
内
に
居
住
し

て
い
る

・
区
内
に
居
住
し
て
い
な
い
が
、

二
親
等
以
内
の
親
族
が
申
込
日

現
在
区
内
に
居
住
し
て
い
る

②
平
成
二
十
三
年
中
の
所
得（
同

居
親
族
に
所
得
が
あ
る
場
合
は

そ
の
合
算
）が
、
別
表
の
所
得

基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

③
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族（
内
縁
、
婚
約
者

を
含
む
）が
い
る
こ
と

④
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

⑤
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
⑥
申
込
者（
同
居
親
族
を
含
む
）が

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

区
立
高
齢
者
住
宅

　

満
六
十
五
歳
以
上（
昭
和
二
十

二
年
十
二
月
一
日
以
前
の
生
ま

れ
）の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

（
同
居
親
族
が
い
な
い
方
）、
ま
た

は
高
齢
者
夫
婦
等（
二
人
世
帯
高

齢
者
）の
世
帯
を
対
象
と
す
る
住

宅
で
す
。

対　

象

　

次
の
①
〜
⑥
全
て
の
要
件
を
満

た
す
方

①
申
込
者
本
人
が
中
央
区
に
引
き

続
き
三
年
以
上
居
住
し
、
そ
の

こ
と
を
住
民
票
な
ど
で
証
明
で

き
る
こ
と

②
平
成
二
十
三
年
中
の
所
得（
同

居
親
族
に
所
得
が
あ
る
場
合
は

そ
の
合
算
）が
、
別
表
の
所
得

基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

③
介
助
を
必
要
と
せ
ず
自
立
し
て

日
常
生
活
を
営
め
る
こ
と

④
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

⑤
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
⑥
申
込
者（
同
居
親
族
を
含
む
）が

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

区
立
ひ
と
り
親
世
帯
住
宅

　

十
八
歳
未
満
の
児
童
の
み
を
扶

養
し
て
い
る
配
偶
者
の
い
な
い
世

帯
を
対
象
と
す
る
住
宅
で
す
。

対　

象

　

次
の
①
〜
⑥
全
て
の
要
件
を
満

た
す
方

①
同
居
者
が
十
八
歳
未
満（
平
成

二
十
四
年
十
二
月
一
日
現
在
）

の
児
童
の
み
で
、
か
つ
、
当
該

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り

親
世
帯
で
あ
る
こ
と

②
申
込
者
本
人
が
、
中
央
区
内
に

引
き
続
き
一
年
以
上（
平
成
二

十
三
年
十
二
月
一
日
以
前
か

ら
）居
住
し
、
そ
の
こ
と
を
住

民
票
な
ど
で
証
明
で
き
る
こ
と
、

ま
た
は
、
中
央
区
か
ら
母
子
生

活
支
援
施
設
に
措
置
さ
れ
て
い

る
こ
と

③
平
成
二
十
三
年
中
の
所
得
が
、

別
表
の
所
得
基
準
の
範
囲
内
で

あ
る
こ
と

④
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

⑤
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
⑥
申
込
者
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ

と区営
住
宅

　

主
に
低
所
得
世
帯
の
方
を
対
象

と
す
る
住
宅
で
す
。

対　

象

　

次
の
①
〜
⑥
全
て
の
要
件
を
満

た
す
方

①
申
込
者
本
人
が
区
内
に
居
住
す

る
成
年
者（
二
十
歳
未
満
の
既

婚
者
を
含
む
）で
、
そ
の
こ
と

を
住
民
票
な
ど
で
証
明
で
き
る

こ
と

②
平
成
二
十
三
年
中
の
所
得（
同

居
親
族
に
所
得
が
あ
る
場
合
は

そ
の
合
算
）が
、
別
表
の
所
得

基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

③
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

こ
と

・
六
十
歳
以
上（
昭
和
二
十
七
年

十
二
月
一
日
以
前
の
生
ま
れ
）

ま
た
は
昭
和
三
十
一
年
四
月
一

日
以
前
に
生
ま
れ
た
単
身
者
で

あ
る
こ
と

・
障
害
者
基
本
法
に
規
定
す
る
身

体
・
精
神
・
知
的
障
害
者（
障

害
の
程
度
に
よ
る
条
件
あ
り
）

か
、
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い

る
な
ど
の
単
身
者
で
あ
る
こ
と

・
二
人
世
帯
で
あ
る
こ
と

④
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

⑤
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
⑥
申
込
者（
同
居
親
族
を
含
む
）が

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

都
営
住
宅（
地
元
割
当
）

　

主
に
低
所
得
世
帯
の
方
を
対
象

と
す
る
住
宅
で
す
。

対　

象

　

次
の
①
〜
⑥
全
て
の
要
件
を
満

た
す
方

①
申
込
者
本
人
が
区
内
に
居
住
す

る
成
年
者（
二
十
歳
未
満
の
既

婚
者
を
含
む
）で
、
そ
れ
を
住

民
票
な
ど
で
証
明
で
き
る
こ
と

②
平
成
二
十
三
年
中
の
所
得（
同

居
親
族
に
所
得
が
あ
る
場
合
は

そ
の
合
算
）が
、
別
表
の
所
得

基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

③
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族（
内
縁
、
婚
約
者

を
含
む
）が
い
る
こ
と

④
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

⑤
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
⑥
申
込
者（
同
居
親
族
を
含
む
）が

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

共　

通

募
集
期
間

　

11
月
21
日（
水
）〜
30
日（
金
）

募
集
す
る
住
宅
と
戸
数

　

別
表
の
と
お
り

申
込
み
の
し
お
り
等
の
配
布

　

募
集
期
間
中（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）に
、
区
役
所
五
階

住
宅
課
お
よ
び
日
本
橋
・
月
島
特

別
出
張
所
で
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
方
法

　

12
月
４
日（
消
印
有
効
）ま
で
に

日
本
郵
便
株
式
会
社
晴
海
郵
便
局

留
の
郵
送
で
申
込
む
。

◎
申
込
み
は
、
一
世
帯
に
つ
き
一

通
で
す
。
住
宅
の
所
在
地
、
間

取
り
な
ど
詳
し
く
は
申
込
み
の

し
お
り
、
ま
た
は
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　

住
宅
課
住
宅
管
理
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
４
７
０

中
央
区
ま
ち
か
ど
展
示
館
事
業

の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す

別表
住宅区分 住宅名 募集戸数 間取り 面　積 使用料（月額） 所得基準（年間所得）

区立住宅
京橋プラザ住宅（特公賃型） 1戸 2LDK 61.4㎡ 139,900 円 2,276,000 円～ 6,224,000 円

晴海アーバンプラザ 1戸 2LDK 68.8㎡ 143,800 円 1,896,001 円～ 14,400,000 円

区立高齢者住宅 築地あかつき高齢者住宅 1戸 1DK 31.6㎡ 68,000 円 0 円～ 14,400,000 円

区立ひとり親世帯住宅 晴海アーバンプラザ 1戸 2DK 55.6㎡ 36,000 円 0 円～ 2,400,000 円

区営住宅 勝どき住宅 1戸 1DK 32.6㎡ 23,100 円～
66,600 円　

家族数 一般世帯 障害者世帯等

１人 0円～ 1,896,000 円 0 円～ 2,568,000 円

２人 0円～ 2,276,000 円 0 円～ 2,948,000 円

都営住宅（地元割当）
勝どき二丁目
または

勝どき五丁目
1戸

3DK 42.0㎡ 23,900 円～
35,500 円　 一般世帯　　　0円～ 2,276,000 円

障害者世帯等　0円～ 2,948,000 円
2DK 33.0㎡ 18,000 円～

26,800 円　
◎区立住宅の使用料は、世帯の所得により最大 5割まで減額します。
◎区立京橋プラザ住宅（特公賃型）の所得基準は、2人世帯の場合です。家族数に応じて所得基準が変わります。
◎区立高齢者住宅の使用料は、世帯の所得により最大 12,000 円まで減額します。
◎区立ひとり親世帯住宅の使用料は、世帯の所得により最大 12,000 円まで減額します。
◎区営住宅の使用料は、世帯の所得により 1割まで減額します。
◎都営住宅（地元割当）の所得基準は、2人世帯の場合です。家族数に応じて所得基準が変わります。
◎所得とは、給与所得者の場合、給与所得控除後の金額です。

区
立
住
宅
・
区
立
高
齢
者
住
宅
・
区
立
ひ
と
り
親

世
帯
住
宅
・
区
営
住
宅
あ
き
家
入
居
者
お
よ
び

都
営
住
宅（
地
元
割
当
）入
居
者
募
集
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大
規
模
改
修
工
事
の
た
め
平
成

二
十
五
年
三
月
二
十
六
日（
火
）ま

で
休
館
し
て
い
る
ヴ
ィ
ラ
本
栖
は
、

設
備
・
内
装
を
一
新
し
、
三
月
二

十
七
日（
水
）に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
一
部
屋
だ
っ
た
カ
ラ

オ
ケ
ル
ー
ム
を
二
部
屋
に
分
け
る

ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ゆ
っ
た
り
と
お
休
み
い

た
だ
け
る
よ
う
に
本
館
客
室
の
ベ

ッ
ド
は
セ
ミ
ダ
ブ
ル
サ
イ
ズ
の
も

の
を
導
入
し
ま
す
。

　

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ヴ
ィ

ラ
本
栖
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

三
月
二
十
六
日（
火
）ま
で
の
休

館
中
に
お
け
る
申
込
み
に
つ
い
て

は
、
ヴ
ィ
ラ
本
栖
で
の
電
話
受
付

時
間
を
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎�

三
月
分
の
ヴ
ィ
ラ
本
栖
申
込
み

の
ご
案
内
に
つ
い
て
は
本
紙
７

頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　

ヴ
ィ
ラ
本
栖

☎
０
５
５
７（
８
７
）２
７
１
１

　

地
域
振
興
課
区
民
施
設
係

☎（
３
５
４
６
）５
６
２
３

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
戦
傷
病
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
、
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
を
お

持
ち
の
方
で
、
別
表
４

の
要
件
に
あ
て
は
ま
る

方
は
、
郵
便
等
投
票
制

度
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
郵
便
等
投
票

を
行
う
方
で
別
表
５
に

該
当
す
る
方
は
、
代
理

記
載
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

郵
便
等
に
よ
る
投
票

に
は
郵
便
等
投
票
証
明

書
が
必
要
で
す
。

　

ま
だ
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
や
、
投
票

日
ま
で
に
期
限
が
切
れ
る
方
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
証
明
書
の
交

付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便

等
投
票
証
明
書
が
交
付
さ
れ
て
い

る
方
に
は
、
十
一
月
九
日
に
投
票

用
紙
等
の
請
求
書
を
お
送
り
し
ま

し
た
の
で
、
投
票
日
の
四
日
前
ま

で
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
添
え

て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
な
ど
が
届
い
た
ら
本

人
が
投
票
用
紙
な
ど
に
記
載
し
て
、

郵
便
等
で
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

開　

票

　

十
二
月
十
六
日（
日
）午
後
八
時

五
十
分
か
ら
、
築
地
社
会
教
育
会

館
三
階
屋
内
体
育
場
で
行
い
ま
す
。

※
問
合
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎（
３
５
４
６
）５
５
４
２

　

東
京
都
知
事
選
挙
が
十
一
月
二

十
九
日
告
示
、
十
二
月
十
六
日
投

票
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
は
都
民
の
代
表
を
選

ぶ
大
事
な
選
挙
で
す
。
忘
れ
ず
に

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
方

　

投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

今
回
新
た
に
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
る
方
は
次
の
要
件
に
あ
て

は
ま
る
方
で
す
。

選
挙
時
登
録

・
年
齢
要
件

　

平
成
四
年
十
二
月
十
七
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方

・
住
所
要
件

　

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
八
日

以
前
に
転
入
届
出
を
し
、
引
き
続

き
十
一
月
二
十
八
日
ま
で
中
央
区

に
住
ん
で
い
る
方

定
時
登
録

・
年
齢
要
件

　

平
成
四
年
十
二
月
二
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

・
住
所
要
件

　

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
九
日

か
ら
九
月
一
日
の
間
に
転
入
届
出

を
し
、
引
き
続
き
十
二
月
一
日
ま

で
中
央
区
に
住
ん
で
い
る
方

◎�
定
時
登
録
で
登
録
さ
れ
る
方
は
、

十
二
月
二
日
以
降
に
中
央
区
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
央
区
か
ら
転
出
さ
れ
た
方
、
ま

た
は
こ
れ
か
ら
転
出
さ
れ
る
方
へ

　

平
成
二
十
四
年
九
月
二
日
以
降

に
都
内
の
他
区
市
町
村
に
転
出
し
、

新
住
所
地
に
引
き
続
き
住
ん
で
い

る
方
は
中
央
区
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
が
あ
れ
ば
中
央
区
の
投
票
所

で
投
票
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
投
票
す
る
際
に
、
新

住
所
地
の「
引
き
続
き
住
所
を
有

す
る
証
明
書
」（
住
民
票
の
写
し

（
選
挙
用
）な
ど
）が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
一
度
転
出
し
た
後
、
さ

ら
に
他
区
市
町
村
へ
住
所
を
移
転

さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
投
票
日
ま
で
に
都
外
へ

転
出
さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
。中央

区
へ
転
入
さ
れ
た
方
へ

　

平
成
二
十
四
年
九
月
二
日
以
降

に
都
内
の
他
区
市
町
村
か
ら
中
央

区
に
転
入
し
、
引
き
続
き
居
住
し

て
い
る
方
で
、
前
住
所
地
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
が
あ
れ
ば
、
前
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
す
る
際
に
中
央
区
の「
引
き

続
き
住
所
を
有
す
る
証
明
書
」（
住

民
票
の
写
し（
選
挙
用
）な
ど
）（
無

料
）が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

区
役
所
一
階
の
総
合
窓
口
ま
た
は
、

日
本
橋
・
月
島
特
別
出
張
所
の
窓

口
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

区
内
転
居
さ
れ
た
方
へ

　

十
一
月
二
十
一
日
以
降
に
中
央

区
内
で
住
所
を
移
す
届
け
出
を
さ

れ
る
方
は
、
中
央
区
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
が
あ
れ
ば
、
前
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

投
票
所
は
よ
く
確
か
め
て

　

入
場
整
理
券
や
投
票
所
一
覧

（
別
表
１
参
照
）な
ど
で
自
分
の
投

票
所
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら
投
票

に
行
き
ま
し
ょ
う
。

◎�

次
の
投
票
区
の
投
票
所
は
変
更

に
な
り
ま
す（
別
表
２
参
照
）。

入
場
整
理
券

　

投
票
所
の
入
場
整
理
券
は
、
十

一
月
二
十
九
日（
木
）に
世
帯
ご
と

に
一
括
し
て
封
書
で
発
送
し
ま
す
。

　

投
票
所
で
は
、
入
場
整
理
券
の

バ
ー
コ
ー
ド
で
受
付
処
理
を
し
ま

す
の
で
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　

入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
な
い

方
、
紛
失
さ
れ
た
方
で
も
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投

票
で
き
ま
す
。
投
票
日
に
直
接
投

票
所
の
相
談
係
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

選
挙
公
報
は
新
聞
折
込

　

選
挙
公
報
は
、
十
二
月
五
日

（
水
）の
新
聞
に
折
り
込
ん
で
、
各

家
庭
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。
折

込
新
聞
は
朝
日
、
産
経
、
東
京
、

日
本
経
済
、
毎
日
、
読
売
新
聞
の

六
紙
で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
新
聞
を
購
読

し
て
い
な
い
方
や
折
り
込
ま
れ
て

い
な
か
っ
た
方
は
、
十
二
月
五
日

以
降
、
区
の
施
設
、
新
聞
販
売
店

お
よ
び
区
内
郵
便
局
に
置
い
て
あ

る
選
挙
公
報
を
ご
利
用
に
な
る
か
、

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な

ど
の
理
由
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

方
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す（
別
表
３
）。

◎�

入
場
整
理
券
の
裏
面
に
期
日
前

（
不
在
者
）投
票
宣
誓
書
兼
請
求

書
を
印
刷
し
て
い
ま
す
。
期
日

前
投
票
を
す
る
方
は
、
入
場
整

理
券
が
届
き
ま
し
た
ら
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
別
表
３
の

期
日
前
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

不
在
者
投
票

病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
不

在
者
投
票

　

都
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し

た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
・
入
所
中
の
方
は
、
そ
の
病
院

な
ど
の
長
に
投
票
し
た
い
旨
を
申

し
出
れ
ば
、
そ
の
施
設
で
投
票
で

き
ま
す
。

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　

区
外
に
長
期
間
滞
在
す
る
予
定

の
方
は
、
そ
の
滞
在
先
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
。
そ

の
場
合
は
封
書
で
、
①
住
所
②
氏

名
③
生
年
月
日
④
選
挙
名
⑤
電
話

番
号
⑥
不
在
者
投
票
の
理
由
⑦
送

付
先
を
記
入
の
う
え
、
中
央
区
選

挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い（
不
在
者
投
票

宣
誓
書
兼
請
求
書
は
、
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）。

ヴ
ィ
ラ
本
栖
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

～
平
成
25
年
３
月
27
日（
水
）か
ら
～

別表１　投票所一覧
投票区 投票所 投票区域

1 城東小学校 八重洲二丁目、京橋

2 泰明小学校
銀座一丁目2番～11番、二丁目2番～9番、
三丁目2番～�8番、四丁目1番～8番、
五丁目1番～10番、六丁目2番～12番、
七丁目2番～11番、八丁目2番～11番

3 京橋プラザ
銀座一丁目12番～28番、二丁目10番～16番、
三丁目9番～15番、四丁目9番～14番、
新富

4 銀座中学校 銀座五丁目11番～15番、六丁目13番～18番、
七丁目12番～18番、八丁目12番～21番

5 京橋築地小学校 築地、浜離宮庭園
6 明石小学校 入船三丁目、湊三丁目、明石町
7 中央小学校(※） 入船一･二丁目、湊一･二丁目
8 京華スクエア 八丁堀
9 新川区民館（※）新川

10 常盤小学校
日本橋本石町、日本橋室町、
日本橋本町一丁目1番～5番、二丁目1番～5番、
三丁目1番～5番、四丁目1番～8番

11 堀留町区民館
（※）

日本橋本町一丁目6番～10番、二丁目6番～8番、
三丁目6番～11番　、四丁目9番～15番、
日本橋小舟町、日本橋小伝馬町、
日本橋大伝馬町、日本橋堀留町、
日本橋馬喰町

12 日本橋小学校
日本橋人形町一丁目、二丁目1番～14番、
21番～31番、37番、三丁目、日本橋小網町、
日本橋蛎殻町一丁目1番～28番

13 有馬小学校
日本橋人形町二丁目15番～20番、32番～36番、
日本橋蛎殻町一丁目29番～39番、二丁目、
日本橋箱崎町、日本橋浜町二丁目1番～5番、
18番～30番、43番～58番、三丁目、日本橋中洲

14 久松小学校
日本橋富沢町、日本橋横山町、東日本橋、
日本橋久松町、日本橋浜町一丁目、
日本橋浜町二丁目6番～17番、31番～42番、
59番～62番

15 阪本小学校 八重洲一丁目、日本橋、日本橋茅場町、
日本橋兜町

16 佃島小学校 佃
17 月島幼稚園 月島一･二丁目
18 月島特別出張所 月島三･四丁目
19 月島第二小学校 勝どき一・二・三・四丁目
20 豊海小学校 勝どき五･六丁目、豊海町
21 晴海区民館 晴海

◎�（※）は、前回選挙（平成23年執行区議選挙・区長選挙）から投票所を変更
しています。

別表２　投票所の変更
投票区 変更前 変更後

7 女性センター
「ブーケ21」 中央小学校

9 明正小学校 新川区民館

11 十思スクエア堀留町区民館

◎�該当の投票区域は、別表１投票
所一覧でご確認ください。

別表４　郵便等投票該当者　
障害等の区分 障害等の程度

身体障害者手帳

両下肢、体幹、移動機能 1級または2級
心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸 1級または3級

免疫機能障害、肝臓 1級から3級まで

戦傷病者手帳
両下肢、体幹 特別項症から第2項症まで

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸、肝臓 特別項症から第3項症まで

介護保険の
被保険者証 要介護状態区分 要介護5

別表５　代理記載該当者
障害等の区分 障害名等 等級等
身体障害者手帳 上肢または視覚 1級
戦傷病者手帳 上肢または視覚 特別項症から第2項症まで

東
京
都
知
事
選
挙

�

投
票
日
12
月
16
日（
日
）午
前
７
時
～
午
後
８
時 

別表３　期日前投票所一覧
場　所 期　間 時間
中央区役所
1階ロビー

（築地1－1－1）

11月30日（金）

12月15日（土）午前
8時
30分
　
午後
8時

日本橋特別出張所
1階会議室

（日本橋蛎殻町
1－31－1）

12月9日（日）

12月15日（土）月島特別出張所
１階会議室
（月島4－1－1）

～

～
～
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報

特別区（東京23区）
職員技術職採用ＰＲイベント

　平成25年度以降の職員採用試験の
受験を希望する方へ、現役職員から
経験談を交えた具体的な仕事内容・
やりがいについてお伝えするととも
に、質問・相談にお答えします。
唖平成25年１月20日（日）
　午後０時50分～４時
娃�明治学院大学（港区白金台１－２
－37）
亜�平成25年度以降の採用試験の受験
希望者であって、土木造園（土木
・造園）・建築・機械・電気での
受験を希望している方
愛500人程度
姶�12月25日（消印有効）までに往復は
がき（往信はがき裏面に「特別区職
員技術職採用ＰＲイベント参加希
望」、住所、氏名・ふりがな、生
年月日、電話番号、希望職種、質
問（50文字以内）、返信はがき表面
に申込者の住所、氏名を記入）ま
たは特別区人事委員会事務局ホー
ムページから申込む。
◎�申込方法など詳しくは、特別区人
事委員会事務局ホームページをご
覧ください。
逢〒102－0072
　千代田区飯田橋３－５－１
　�特別区人事委員会事務局任用課
「特別区職員技術職採用ＰＲイベ
ント」係
　☎（５２１０）９７８７
茜http://www.tokyo23city.or.jp/sai�
you-siken.htm

12月６日（木）

お魚屋さん特売日お魚屋さん特売日
域地橋本日

逢区民生活課消費生活係
　☎（３５４６）５３３２

（6頁からのつづき）情報コーナー 分を提出。ない場合は事業計画書を
提出し、１年以内に決算書を提出）
の写し
逢〒104－8404
　中央区築地１－１－１
　商工観光課中小企業振興係
　☎（３５４６）５４８７
茜http://www.sangyo.city.chuo.tokyo.jp

生きがい活動支援室のご案内
　これからの高齢社会を明るく活力
あるものとしていくためには、高齢
者が自ら生きがいを持って暮らし、
社会活動にも積極的に参加すること
が求められています。多くの高齢者
が、気軽に楽しく生きがいづくりに
取り組めるよう、シニアセンター内
に「生きがい活動支援室」を開設して
います。皆さんのご利用をお待ちし
ています。
唖年末年始を除く毎日
　午前９時～午後５時
亜50歳以上の区内在住者
阿�・�生きがいづくりに関する相談（健
康・家庭問題・暮らし・社会参
加など）を受け、実際の行動に
つながる助言を行っています。

　・�仲間づくりや団体活動に積極的
に参加し、生きがいを持って生
活できるよう、「生きがいひろ
ば」や生きがい活動リーダーに
よる健康吹矢講座などを開催し
ています。

　・�社会参加活動を支援するため、
「生きがい活動支援室だより」の
発行や区主催の講座・教室、サー
クル活動などの情報を提供して
います。

生きがい相談
　いきいき館（敬老館）において、施
設を利用している方を対象に次の日
時で「生きがい相談」を開設していま
す。
唖・いきいき桜川（桜川敬老館）
　　毎月第１・第３金曜日
　・いきいき浜町（浜町敬老館）
　　毎月第１・第３月曜日
　・いきいき勝どき（勝どき敬老館）
　　毎月第２・第４月曜日
　�　（祝日、年末年始を除く）
　　午後１時～４時
逢シニアセンター
　☎（３５３１）７８１３

用資器材の配備などを行っています。
・防犯・交通安全活動
　防犯パトロールや春秋の交通安全
運動など、地域の安全安心のための
活動を行っています。
・環境美化活動
　空き缶やびん、ペットボトルなど
の資源回収や町内清掃などを通じて
地域美化に努めています。
・親睦活動
　盆踊り大会や餅つき大会など、誰
でも参加でき、地域の幅広い世代の
方たちと触れ合うことができるイベ
ントを実施しています。
◎�町会・自治会の活動やお知らせな
どは、「中央区町会・自治会ネット」
ホームページでご覧いただけます。

［事業主の皆さんへ］
　町会・自治会に加入し、区の商工
業融資を利用した場合、借受人負担
利率を優遇します。
逢・京橋地域
　　地域振興課自治振興係
　　☎（３５４６）５３３６
　・日本橋地域
　　日本橋特別出張所地域活動係　
　　☎（３６６６）４２５１
　・月島地域
　　月島特別出張所地域活動係
　　☎（３５３１）１１５１
茜中央区町会・自治会ネット
　http://chokai-jichikai.genki365.net

ベンチャー企業ホームページ
掲載企業募集
　区では、区内のベンチャー企業を
支援するため、製品やサービスなど
の企業情報を発信するホームページ
を開設しています。
　このホームページに掲載を希望す
る方はお申込みください。なお、掲載
は無料ですが、事前審査があります。
［申込資格］
・区内の中小企業で信用保証協会の
　保証対象業種であること
・新商品、新サービスの開発、販売
　などを行っていること
姶�区役所７階商工観光課で配布する
申込書に記入し、添付書類ととも
に持参または郵送して申込む。
◎�申請書はベンチャー企業ホームペ
ージからもダウンロードできます。

［添付書類］
　登記簿、定款、決算書（直近２年

若者のための就職面接会
ｉｎ 中央区
　おおむね35歳以下の若者を対象と
した就職面接会を開催します。当日
は希望する企業と面接ができますの
で、履歴書（写真貼付）を複数枚ご用
意ください。
唖11月28日（水）
　午後１時～４時
　�（受付時間は午後０時30分から３
時30分まで）
娃�区役所８階大会議室
［参加企業数］15社程度
挨無料
◎参加企業名は、おおむね開催日の
１週間前にハローワーク飯田橋の
ホームページに掲載します。
◎�応募をご希望の方は、最寄りのハ
ローワークで紹介状の交付を受
け、面接会当日に会場へご持参く
ださい。
◎詳しくはお問合せください。
逢商工観光課商工観光係
　☎（３５４６）５３２８
　ハローワーク飯田橋職業相談部門
　☎（３８１２）８６０９
　（部門コード41＃）
茜ハローワーク飯田橋
http://tokyo-hellowork.jsite.mhlw.�
go.jp/list/iidabashi.html

町会・自治会に
加入しましょう！
　町会・自治会は、地域に住み働く
人たちが、住民同士の交流や地域行
事、防犯・防災などの地域活動に取
り組んでいる地縁による自主的な団
体です。中央区には、現在174の町
会・自治会があります。
　ぜひ、町会・自治会に加入し、豊
かで住みよいまちづくりにご参加く
ださい。なお、居住地域の町会長・
自治会長をご紹介しますので、お問
合せください。
［主な活動内容］
・情報交換
　区や関係行政機関などからのお知
らせを回覧・配布することにより、
皆さんの生活に役立つさまざまな情
報を提供しています。
・防災活動
　日頃から、もしもの災害に備えた
防災訓練を実施するとともに、災害
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中央エフエム・ラジオシティ「中央区からのお知らせ」（10分番組）（月～金曜日　AM10：30 ～ 10：40　PM3：00 ～ 3：10　PM9：30 ～ 9：40　祝日・休日、年末年始を除く）、 
企画番組「ウィークリー声の架け橋」（20分番組）（月～金曜日　AM10：40 ～ 11：00　PM3：10 ～ 3：30　PM9：40 ～ 10：00　土・日曜日　AM10：00 ～ 10：20　PM3：00 
～ 3：20　PM9：40 ～ 10：00）はFMラジオ84.0MHzで放送しています。

水中エクササイズ教室
唖平成25年１月12日～３月16日の毎
週土曜日　計10回

　午前10時30分～12時30分
娃日本橋小学校温水プール
亜50歳以上の区内在住・在勤者
阿中高年齢の方を対象とした水中運
動の教室です。泳げない方でも楽
しめます。
愛50名（申込多数の場合は抽選）
挨・教室専用水泳帽代　550円
　・施設使用料（毎回必要）
　　65歳以上の区民　無料
　　区民　350円
　　在勤者　500円

姶12月３日（必着）までに往復はがき
に①～⑤（７頁記入例参照）⑥過去
の本教室参加の有無⑦在勤の方は
会社名・所在地・電話番号を記入
して申込む。
◎抽選の場合は過去に参加していな
い方を優先します。
◎当選者は区役所６階スポーツ課窓
口で手続きがあります。
◎この教室はリハビリを目的とした
ものではありません。個人の状況
に応じた指導はできませんのでご
了承ください。
◎学校行事の都合により、開催回数
が変更となる場合があります。
逢スポーツ課スポーツ事業係
　☎（３５４６）５５３１

月島スポーツプラザ
スポーツ教室のご案内

［教室実施期間］平成25年１月～３月
娃月島スポーツプラザ

［教室種類］別表のとおり
◎教室により実施期間・実施回数が
異なります。

［申込締切］12月７日（必着）

◎申込多数の場合は抽選となります。
◎申込方法についてはお問合せくだ
さい。
◎中央区立総合スポーツセンターの
ホームページより月島スポーツプ
ラザ教室案内をご覧ください。
逢月島スポーツプラザ教室係
　☎（３５３４）５８８３

催し物
協働ステーション中央
市民活動交流サロンの開催
　「市民活動交流サロン」では、区内
のボランティア団体やＮＰＯ法人、
区民などの交流を図ります。また、
各団体の活動紹介も併せて行いま
す。既に活動を始めている方も、こ
れから活動を始めようと思っている
方もこの機会に情報交換してみませ
んか。
唖12月14日（金）
　午後６時30分～８時30分
娃協働ステーション中央
亜ＮＰＯ・ボランティアなどの社会
貢献活動（市民活動）に興味のある
方
阿協働ステーション中央登録団体と
区民の交流の一つとして、「情報
発信」をテーマに活動団体の事例
紹介（２～３団体）、意見交換会、
交流会を行う。
愛50名（先着順）
挨無料
姶11月21日（水）から電話またはファ
クス、Ｅメールに①～④（７頁記
入例参照）を記入して申込む。
逢協働ステーション中央
　☎（３６６６）４７６１
　ＦＡＸ（３６６６）４７６２
絢info-entry@kyodo-station.jp

東根市・河北町観光物産
フェアｉｎ月島西仲商店街
　中央区と友好都市である山形県東
根市が、隣町の河北町と合同で観光

物産展を開催します。旬の果物や山
形県の特産品がたくさん並ぶ、おい
しさ、楽しさいっぱいのイベントで
す。
唖11月25日（日）
　正午～午後５時
娃月島西仲共栄会商店街（西仲通り
一番街）
阿「ラ・フランス」、「ふじりんご」、
紅花関連商品や、いも煮の格安販
売、米のつかみ取り等
逢山形県東根市商工観光課
　☎０２３７（４２）１１１１　
　内線３１１８
　商工観光課商工観光係
　☎（３５４６）５３２８

タイムドーム明石
プラネタリウム・クリスマス
コンサート
唖12月24日（休）
　・１回目　子ども向け（４歳以上）
　　午前11時～正午
　・２回目　大人向け（小学校４年
　生以上）
　　午後２時～３時15分
娃タイムドーム明石プラネタリウム
ホール
亜区内在住・在勤者
◎２回目に限り、小学校３年生以下
のお子さんの応募はご遠慮くださ
い。
阿プラネタリウムの星空の下で、マ
リンバ演奏によるクリスマスにぴ
ったりな音楽をお楽しみいただき
ます。聖夜に輝く星や星座の解説
もお楽しみください。

［出演］
　マリンバ・デュオ・なつかよプラ

（7頁からのつづき）情報コーナー スパーカション（高波奈津・田村佳
代子・小林コウジ）

［曲目］
　・赤鼻のトナカイ
　・サンタが街にやってくる
　・星に願いを　など
愛各回86名（申込多数の場合は抽選）
挨300円（中学生以下は無料）
姶12月７日（必着）までに往復はがき
（１枚につき５名まで）に①希望す
る回②住所③参加希望者全員の氏
名・ふりがな④年齢⑤電話番号⑥
在勤者の場合は勤務先の名称・電
話番号を記入して申込む（電子申
請も可）。
逢〒104－0044
　中央区明石町12－１
　郷土天文館「タイムドーム明石」
　☎（３５４６）５５３７

勝鬨橋橋脚内見学ツアー
参加者募集！
　日本最大規模の可動橋で国の重要
文化財としても有名な勝鬨橋の橋脚
内の開閉装置を見学できます。
唖毎週木曜日（祝日、12月27日、平成
25年１月３日を除く）

　午前10時～、11時～、午後１時30
分～、２時30分～

娃かちどき	橋の資料館
愛各回５名程度
挨無料

［注意事項］次に該当する方の参加は
ご遠慮ください。
・橋脚内は高さ3.5mの垂直ばしご
の昇降を必要とするため、安全
面を考慮し、体力的に昇降が難
しい方
・落下防止の安全装置を着用する
ため、体重100kg以上の方

・６歳未満の方、もしくは身長
110cm以下の方

◎ツアーには汚れても良い服装・運
動靴で参加してください。
◎女性の方はスカート、ハイヒール
での参加はご遠慮ください。
姶往復はがきに②～⑤（７頁記入例
参照）⑥希望日時（第５希望まで）
⑦参加希望人数（５名まで）を記入
して申込む。

［申込先］
　〒163－0720
　新宿区西新宿２－７－１小田急第
一生命ビル20階

　東京都道路整備保全公社「かちど
き	橋の資料館」予約係

逢都道路整備保全公社公益事業課
　☎（５３８１）３３８０

税
たばこ税について
　たばこ税は皆さんがたばこを購入
した小売業者（たばこ屋）がある区役
所などに納められます。
　平成23年度の特別区たばこ税は約
31億1,295万円でした。
　この「たばこ税」は住民税ととも
に、子育て支援など区の行政サービ
スを皆さんに提供するための重要な
財源となっています。
逢税務課管理係
　☎（３５４６）５２６５

国保・年金手帳

保険料休日納付相談
（国民健康保険・介護保険・
後期高齢者医療制度）
　保険料の支払い忘れや事情により
遅れている方の納付相談を行います。
唖12月９日（日）
　午前10時～午後４時
娃区役所４階保険年金課

［受付方法］
　窓口および電話で受け付けます。
◎一括納付が困難な場合には分割納
付などの相談にも応じますので、
ぜひご活用ください。

◎平日連絡が取れない方向けに日曜
日に電話で納付のご案内もしてい
ます。

逢保険年金課収納係
　☎（３５４６）５３６５

その他
都市計画（案）の公告・縦覧
および説明会について

［都市計画（案）］
・月島一丁目地区地区計画の変更
（案）
・月島一丁目西仲通り地区第一種市
街地再開発事業の決定（案）

・高度利用地区の変更（案）
◎これらの案について、縦覧期間中
に意見書を提出できます。また、
説明会を開催しますので、ご参加
ください。

［縦覧期間および意見書の提出期間］
　12月４日（火）～18日（火）（閉庁日
を除く）

　午前９時～午後５時
［縦覧場所および意見書の提出先］
　区役所５階地域整備課
説明会
唖11月28日（水）
　午後７時～
◎議事が終了次第、閉会します。
娃区役所本庁舎８階大会議室
逢地域整備課まちづくり推進主査
　☎（３５４６）５４４８

防犯灯整備の助成
　私道に新たな防犯灯を設置した
り、古くなった防犯灯の建て替えを
する場合、区で助成します。
亜次のいずれかに設ける防犯灯
　①幅1.2メートル以上で公道間を				
　　連絡する私道
　②幅1.8メートル以上で一方が公
　　道に連絡する延長20メートル以
　　上の私道
　③区長が特に必要があると認める
　　私道

［助成金］
　①の場合は全額、②・③の場合は
90％

［工事］
　区で工事を行い、完成後に申請者
へ引き渡します。
姶お問合せの上、所定の申請書を提
出してください。

逢水とみどりの課道路緑化施設係
　☎（３５４６）５４３７

別表　月島スポーツプラザ　スポーツ教室
開催予定の教室 曜日 時間 回数 料金

キッズクラス（プール） 月 午後3時～3時50分 10回 6,000円
初心者水泳教室 火 午後1時～2時 11回 6,600円
自由形水泳教室 木 午前10時～11時 11回 6,600円
平泳ぎ水泳教室 金 午前11時～正午 11回 6,600円
ピラティス 水 午後1時30分～2時30分 11回

1回600円
（当日申込）ヨガ 金 午後1時30分～2時30分 11回

気功 金 午後3時～4時 11回
◎その他、楽しい教室を多数開催予定です。
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テレビ広報番組「こんにちは　中央区です」（15分番組）は、東京ベイネットワークのケーブルテレビ９チャンネル（デジアナ変換）または111チャンネル（デジタル）（毎日AM 
10：00・PM0：00・PM8：00）、東京ケーブルネットワークのケーブルテレビ５チャンネル（デジアナ変換）または111チャンネル（デジタル）（毎日AM9：30・PM0：00・
PM7：30）で放送しています。

保健・医療・福祉
健康手帳の交付
　健康診査などの結果を記録し自ら
の健康管理を図ることを目的に健康
手帳を配布しています。
阿健康診査などの記録、歯の健康観
察の記録、健康の記録、がん検診・
健康診査のお知らせ、土曜・休日
診療案内
挨無料

［配布場所］区役所４階福祉保健部管
理課、中央区保健所健康推進課、
日本橋・月島保健センター
逢福祉保健部管理課保健係
　　（３５４６）５３９７

講　座
ホームページ作成セミナー
～商用Ｗｅｂ初級編～

　中小企業のITへの積極的な取り
組みを支援するため、商用Webを作
成するにあたっての基礎知識の習得
や実際にホームページビルダーを使
ってホームページを作成する講座を
開催します。
唖平成25年１月８日（火）～24日（木）
の毎週火・木曜日　計６日
　午後６時30分～９時
娃ハイテクセンター研修室
亜区内中小企業の経営者・従業員、
個人事業主で、WindowsでWord・
Excelの基本操作ができる方
阿商用Webの基礎知識、サイトの制
作実習
愛20名（申込多数の場合は抽選）
挨6,000円
姶12月20日（必着）までに申込用紙に
記入して郵送またはファクスで申
込む（電子申請も可）。
◎ファクスで申込む方は送信後、商

工観光課に受信したか確認の電話
をしてください。
◎申込用紙は、区役所７階商工観光
課、日本橋・月島特別出張所、ハイ
テクセンター、産業会館などにあ
るチラシの裏面をご利用くださ
い。また、区のホームページからも
ダウンロードすることができます。
逢〒104－8404
　中央区築地１－１－１
　商工観光課中小企業振興係
　☎（３５４６）５４８７
　ＦＡＸ（３５４６）２０９７

経営セミナー
唖12月11日（火）
　午後２時～４時
娃区役所８階大会議室
亜区内中小企業経営者および従業員
阿商工業経営者や幹部社員の方を対
象に、経営に役立つ専門知識の習
得を目的とした経営セミナーを開
催します。

［テーマ］あなたにもできる!!ホーム
ページを営業マンにする方法

［講師］（株）東京ドアーズ代表取締役
　村山哲治
愛100名（先着順）
挨無料
姶11月21日（水）から区役所７階商工
観光課で配布する申込書に記入し
てファクスで申込む。
◎申込書は区のホームページからダ
ウンロードできます。
逢商工観光課中小企業振興係
　☎（３５４６）５４８７
　FAX（３５４６）２０９７

子育てクッキング教室
唖12月11日（火）
　午後１時30分～３時30分
娃月島保健センター　
亜２歳６カ月から４歳までの幼児と
保護者
阿・保護者

　幼児向き料理とは（料理紹介と話）
　・幼児
　　大型絵本と紙芝居（食育遊び）
　・親子一緒
　　みんなで楽しく試食
愛15組（申込多数の場合は抽選）
挨無料
姶12月３日（月）までに電話で申込む
（電子申請も可）。
逢月島保健センター健康係
　☎（５５６０）０７６５

ミニマフラー作り
唖12月18日（火）
　午後１時～４時
娃京橋区民館２階２号室
亜区内在住・在勤・在学者
阿１日でできるバイアス編みのミニ
マフラーを作ります。　
愛20名（申込多数の場合は抽選）
挨無料

［持ち物］７号または８号棒針２本と
４号かぎ針１本（持っていない方
には区民館で用意します）
姶11月21日（水）から30日（金）までに
電話で申込む。
　（受付時間　午前９時～午後５時）
逢京橋区民館
　☎（３５６１）６３４０

クリスマスリース講習会
唖12月12日（水）
　午後７時～８時30分
娃新富区民館洋室（２階７号室）
亜区内在住・在勤・在学者

阿個性豊かなフラワーアレンジメン
トのリースを作ります。

愛15名（申込多数の場合は抽選）
挨無料

［持ち物］キッチンばさみ、ゴミ袋、
作品を持ち帰るための袋（直径25
㎝程度のリースが入るもの）

姶11月21日（水）から28日（水）までに
電話で申込む

　（受付時間　午前９時～午後５時）。
逢新富区民館　
　☎（３２９７）４０３８

アレルギー講習会
「アトピー性皮膚炎の
� 治療とスキンケア」

唖12月12日（水）
　午前10時～正午
娃月島保健センター多目的室
亜区内在住の乳幼児の保護者
阿アトピー性皮膚炎の治療とスキン
ケア、日常生活の注意点

［講師］皮膚科医師　下川博未
愛30名（先着順）
挨無料
姶11月22日（木）から電話で申込む。
◎７カ月以上のお子さんの保育をし
ます。保育を希望する方は、12月
５日（水）までに電話で申込んでく
ださい（13名程度、申込多数の場
合は抽選）。７カ月未満のお子さん
や保育でお預かりできない方は、
保護者と一緒にご参加ください。

逢月島保健センター健康係
　☎（５５６０）０７６５

施　設
施 設 名 ヴィラ本栖 伊豆高原荘
利 用 月 ３月分

在住者優先
申 込

専用はがき(区内在住者優先利用申込書)	12月14日(金)　各施設必着
公共施設予約システム	 12月１日(土)～14日(金)　午後11時
抽せん日	 12月16日(日)

空 室 申 込
どなたでも
申込めます

ヴィラ本栖直通バス
伊豆高原荘送迎バス

公共施設予約システムや現地への電話による申込みは、 １２月２０日(木）
から受け付けます。
※申込（問合せ）先
　「ヴィラ本栖」 フロント
　☎0120－162312
　（東京23区内からのフリーダイヤル)
　☎0555(87)2711

※申込（問合せ）先
　伊豆高原荘フロント
　☎0120－151307
　（東京23区内からのフリーダイヤル)
　☎0557(53)1163

利用できない日 平成25年3月1日（金）～26日（火）
（改修工事のため）

平成２５年３月３１日（日）
（設備点検などのため）

（ ）

◎	公共施設予約システムは、区のホームページや、区役所、日本橋・月島区民センター
に設置してある利用者端末をご利用ください。
◎	伊豆高原荘をご利用する際に禁煙室を希望される方、高齢者や身体に障害のある方で	
2階の部屋を希望される方は、施設に直接ご連絡ください。
◎	ヴィラ本栖は、大規模改修工事のため、平成25年3月26日（火）まで休館しています。休
館中は、ヴィラ本栖の電話受付時間を、午前9時から午後5時までとさせていただきま
すのでご了承ください。
◎	区内4カ所からヴィラ本栖まで乗り換えなしで行ける便利な直通バスを運行しています。
◎	伊豆高原荘では、伊豆高原駅から施設までどなたでもご利用できる送迎バスを運行し
ています。
◎	詳しくは、区役所・区民センター・区民館などに設置しているパンフレットをご覧い
ただくか、各施設にお問合せください。
逢地域振興課区民施設係　☎（３５４６）５６２３

３月分ヴィラ本栖・
伊豆高原荘申込みのご案内

スポーツ
ゴルフ教室（初心者・初級者）
　初心者・初級者向けの内容で２期
連続で開催します（内容は各期とも
同じです）。
唖・第１期
　平成25年１月８日～２月１日の
毎週火・金曜日　計８回

　・第２期
　平成25年２月５日～３月１日の
毎週火・金曜日　計８回
　午後６時30分～８時30分

娃・初回～３回目
　　総合スポーツセンター

　・４回～８回目
　フジゴルフセンター（江東区木場）

亜18歳以上の区内在住・在勤者（高
校生を除く）

愛各期30名（申込多数の場合は抽選）
挨6,500円（別途ボール代を自己負担）
姶12月６日（必着）までに往復はがき
に①～⑤（７頁記入例参照）⑥過去
の本教室参加の有無⑦希望する期
⑧在勤の方は会社名・所在地・電
話番号を記入して申込む。

◎抽選の場合は過去に参加していな
い方を優先します。

◎当選者は区役所６階中央区体育協
会事務局窓口で手続きがあります。
逢中央区体育協会事務局
　☎（３５４６）５７２９

離 乳 食 講 習 会

日　　時 12月7日（金） 12月13日（木） 12月18日（火）
午後1時30分～3時

会　　場 中央区保健所
2階　栄養室

日本橋保健センター
5階　料理講習室

月島保健センター
栄養室

対　　象 9～11カ月ごろの
乳児の保護者

7～8カ月ごろの
乳児の保護者

5～6カ月ごろの
乳児の保護者

内　　容 3回食の進め方 2回食の進め方 1回食の進め方
・離乳食の作り方の紹介　　　・試食（保護者のみ）

定　　員 各20名（先着順）
費　　用 無　料
申込方法 11月22日（木）から電話で申込む。

申込
（問合せ）先

中央区保健所
健康推進課（栄養担当）
☎（3541）4260

日本橋保健センター
健康係

☎（3661）5071

月島保健センター
健康係

☎（5560）0765



平成24年（2012年）11月21日（水曜日） No.１１６０区のおしらせ 1 1 月 2 1 日号

(8)「区のおしらせ　中央」は区役所、特別出張所、区民館などの区施設、コミュニティバス、区内公衆浴場・一部金融機関・百貨店・ファミリーマート（一部
店舗を除く）・東京メトロの駅（銀座・東銀座・日本橋・人形町・茅場町・月島）・文化堂でも配布しています。

中央区まるごとミュージアム 2012
11月4日、｢中央区まるごとミュージアム2012｣ が区内

全域で開催されました。当日は区内を巡るバスや船が無
料で運行され、「銀座あおぞらDEアート」や画廊巡りなど
さまざまな文化イベントが行われました。秋晴れの一日、
訪れた皆さんは中央区の魅力を堪能していました。

　

区
で
は
、
二
十
歳
を
迎
え
る
皆

さ
ん
の
門
出
を
記
念
し
て「
新
成

人
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の「
新
成
人
の
つ
ど
い
」は
新

成
人
を
中
心
と
す
る
実
行
委
員
が

企
画
・
運
営
を
行
い
ま
す
。
厳
粛

な
式
典
と
楽
し
い
つ
ど
い
の
中
で
、

こ
れ
ま
で
の
二
十
年
間
に
感
謝
し
、

大
人
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
と
も
に
祝

い
ま
し
ょ
う
。
恩
師
の
方
々
も
お

招
き
し
ま
す
。

日　

時　

平
成
25
年
１
月
14
日（
祝
）

　
　

・
受
付　

午
前
10
時
40
分
～

　
　

・
式
典　

午
前
11
時
30
分
～

（
２
時
間
程
度
）

会　

場　

ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
（
日
本
橋
蛎
殻
町
２
―

１
―
１
）

対　

象　

平
成
四
年
四
月
二
日
か

ら
平
成
五
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

内　

容
①
記
念
式
典（
手
話
通
訳

　

が
あ
り
ま
す
）

　
　
　

②
新
成
人
の
つ
ど
い

　
　
　
　

懇
談（
立
食
パ
ー
テ
ィ

ー
形
式
）や
抽
選
会
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

案
内
状　

十
二
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す（
案
内
状
に
入
場
券

を
同
封
し
ま
す
の
で
、
当

日
お
持
ち
く
だ
さ
い
）。

◎
中
央
区
に
お
住
ま
い
で
も
、
転

入
手
続
き
を
し
て
い
な
い
と

「
案
内
状
」を
お
届
け
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
区
内
に
お
住

ま
い
の
方
は
早
め
に
転
入
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
者
で「
案
内
状
」が
届
か
な

い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎｢

新
成
人
の
つ
ど
い
」に
は
、
新

成
人
以
外
の
方
は
出
席
で
き
ま

せ
ん
。

※
問
合
せ
先

　

中
央
区
新
成
人
の
つ
ど
い
実
行

委
員
会
事
務
局（
文
化
・
生
涯

学
習
課
内
）

�

☎（
３
５
４
６
）５
３
０
５

　

こ
の
計
画
修
正
は
、
東
日
本
大

震
災
を
踏
ま
え
て
都
が
平
成
二
十

四
年
四
月
に
公
表
し
た「
首
都
直

下
地
震
等
に
よ
る
東
京
の
被
害
想

定
」に
基
づ
く
区
の
新
た
な
被
害

想
定
に
対
し
て
、
そ
の
対
策
を
示

し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
、
本
区
の
防
災
対
策
の
強

化
・
推
進
を
図
る
た
め
、
見
直
し

項
目
な
ど
を
取
り
ま
と
め
て
、「
中

央
区
地
域
防
災
計
画
修
正
の
概
要

（
案
）」を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の

案
に
つ
い
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。　

意
見
の
提
出
期
限

　

12
月
11
日（
火
）

閲
覧
場
所

　

修
正
の
概
要（
案
）の
内
容
は
、

区
役
所
一
階
危
機
管
理
課
・
ま
ご

こ
ろ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
日
本
橋
・
月
島
特
別

出
張
所
、
ま
た
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名（
団
体
名
の
場
合

は
代
表
者
名
を
含
む
）、
年
齢
、

電
話
番
号
な
ど
の
連
絡
先
を
明
記

し
て
、
区
役
所
一
階
危
機
管
理
課

に
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
ま
た
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
区

民
意
見
提
出
手
続
き
）か
ら
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

修
正
の
概
要

　

今
回
の
地
域
防
災
計
画
修
正
の

主
な
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

新
た
な
減
災
目
標
の
設
定

　

都
の
減
災
目
標
と
連
動
し
、
平

成
三
十
二
年
を
達
成
年
度
と
定
め
、

減
災
目
標
を
設
定
し
ま
す
。

・
死
者
を
六
割
減
少
さ
せ
る
。

・
住
宅
か
ら
の
避
難
者
を
四
割
減

少
さ
せ
る
。

・
建
物
の
全
壊
棟
数
を
六
割
減
少

さ
せ
る
。

計
画
修
正
の
取
り
組
み

板い
た

絵え

着ち
ゃ
く

色し
ょ
く

お
千ち

世せ

の
図ず

額が
く 

附
つ
け
た
り 

目
録

区
民
有
形
文
化
財 

歴
史
資
料

八
重
洲
一
丁
目
2
番
5
号

日
本
橋
西
河
岸
地
蔵
寺
教
会

　

日
本
橋
か
ら
一
石
橋
に
か
け
て

の
南
側
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭

和
初
期
ま
で
西に

し

河が

岸し

町ち
ょ
う（

現
在
の

八
重
洲
一
丁
目
2
番
お
よ
び
日
本

橋
一
丁
目
2
番
の
一
部
）と
い
う

東
西
に
細
長
い
町
が
あ
り
ま
し
た
。

享き
ょ
う

保ほ
う

三
年（
一
七
一
八
）、こ
の
西

河
岸
町
の
中
ほ
ど
に
堂
宇
を
建
立

し
、天
台
宗
の
僧
天て

ん

海か
い

の
持じ

仏ぶ
つ（

守

り
本
尊
と
し
て
身
近
に
置
い
て
信

仰
す
る
仏
像
）と
伝
わ
る
地
蔵
菩

薩
を
安
置
し
た
の
が
日
本
橋
西
河

岸
地
蔵
寺
教
会
の
始
ま
り
で
す
。

本
尊
の
地
蔵
菩
薩
は
、
日
を
限
っ

て
至し

心し
ん

に
祈
願
す
る
と
霊
験
あ
ら

た
か
で
あ
る
こ
と
か
ら“
日ひ

限ぎ
り

地じ

蔵ぞ
う

”と
称
さ
れ
、
寿
命
を
延
ば
し
、

福
利
を
授
け
る
延
命
の
祈
願
寺
と

し
て
古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
て
き

ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
文
化
財
は
、
昭

和
初
期
に
当
寺
へ
奉
納
さ
れ
た

「
お
千
世
の
図
額
」に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
図
額
は
、
日
本
橋

区
本ほ

ん

銀
し
ろ
が
ね

町ち
ょ
う

生
ま
れ
の
新
派
俳
優
・

花は
な

柳や
ぎ

章し
ょ
う

太た

郎ろ
う（

一
八
九
四
～
一
九

六
五
）が
、
昭
和
十
三
年（
一
九
三

八
）に
西
河
岸
地
蔵
堂（
昭
和
二
十

五
年
か
ら「
日
本
橋
西
河
岸
地
蔵

寺
教
会
」）へ
奉
納
し
た
も
の
で
す
。

縦
七
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・

横
四
七
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

桐
板
で
、額
面
向
っ
て
右
上
に「
奉

納
」の
墨
書
、
中
央
に
は
清
新
な

色
彩
に
よ
る
立た

ち

姿す
が
た

の
半は

ん

玉ぎ
ょ
く（

見
習

い
中
の
年
少
芸げ

い

妓ぎ

）、
向
っ
て
左

下
端
に
扇
の
一
部
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
額
面
向
っ
て
右
下
に
は
、

花
柳
章
太
郎
が
詠
ん
だ
句「
桃も

も

割わ
れ

に 

結
ひ
て
も
ら
ひ
し 

春
日
か

な
」の
墨
書
と
朱
印
、
向
っ
て
左

下
に
は
、
小
説
家
・
泉

い
ず
み

鏡き
ょ
う

花か

（
一

八
七
三
～
一
九
三
九
）が
詠
ん
だ

句
「
初は

つ

蝶ち
ょ
う

の 

ま
ひ
ま
ひ
拝
す 

御

堂
か
な
」
の
墨
書
と
朱
印
が
み
ら

れ
る
ほ
か
、
本
図
を
描
い
た
日
本

画
家
・
小こ

村む
ら

雪せ
っ

岱た
い（

一
八
八
七
～

一
九
四
〇
）の
朱
印
な
ど
も
確
認

で
き
ま
す
。

　

当
図
額
が
西
河
岸
地
蔵
堂
へ
奉

納
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
大
正
四
年（
一
九
一
五
）三

月
、
本ほ

ん

郷ご
う

春は
る

木き

町ち
ょ
う（

現
在
の
文
京

区
本
郷
三
丁
目
）の
本
郷
座（
新
派

劇
や
革
新
歌
舞
伎
の
劇
場
）で
上

演
予
定
で
あ
っ
た「
日
本
橋
」（
大

正
三
年
に
発
表
さ
れ
た
泉
鏡
花
の

小
説『
日
本
橋
』を

脚
色
・
劇
化
）の

配
役
に
あ
た
り
、

当
時
ま
だ
駆
け
出

し
の
俳
優
で
あ
っ

た
花
柳
章
太
郎
は
、

演
目
と
ゆ
か
り
深

い
西
河
岸
地
蔵
堂

へ
祈
願
に
訪
れ
た

と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
切
望

し
て
い
た
お
千
世
の
役
に
起
用
さ

れ
、
抜ば

っ

擢て
き

に
応
え
て
好
演
し
た
花

柳
は
こ
れ
が
出
世
芸
と
な
り
、
新

派
劇
に
と
っ
て
も「
日
本
橋
」は
当

た
り
狂
言
と
し
て
定
着
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
十
三
年（
一
九
三

八
）三
月
、
二
回
目
の
お
千
世
役

で
あ
る
明
治
座
で
の「
日
本
橋
」上

演
の
折
、花
柳
は
小
説『
日
本
橋
』

（
千せ

ん

章し
ょ
う

館か
ん

刊
行
）の
装そ

う

幀て
い

を
手
掛

け
た
小
村
雪
岱
に
、
自
身
が
演
じ

た
お
千
世
の
描
画
を
依
頼
し
、
原

作
者
の
泉
鏡
花
と
自
身
の
自
筆
と

思
わ
れ
る
句
を
図
額
に
書
き
添
え
、

西
河
岸
地
蔵
堂
へ
報ほ

う

謝し
ゃ

の
た
め
に

奉
納
し
ま
し
た
。
な
お
、
同
寺
に

は
、
花
柳
が
持
参
し
た
図
額
の
目

録
も
現
存
し
て
お
り
、
記
載
内
容

か
ら
奉
納
の
経
緯
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

明
治
期
に
繁
栄
し
た
日
本
橋
花は

な

街ま
ち（

現
在
の
八
重
洲
一
丁
目
・
日

本
橋
二
丁
目
・
日
本
橋
三
丁
目
に

あ
た
る「
檜ひ

物も
の

町ち
ょ
う

」「
数す

き

や

寄
屋
町ち

ょ
う

」

「
元も

と

大だ
い

工く

町ち
ょ
う

」「
上か

み

槙ま
き

町ち
ょ
う

」
な
ど
の

町
々
）を
舞
台
と
す
る「
日
本
橋
」

に
は
、“
春
の
朧

お
ぼ
ろ

夜よ

の
一
石
橋
”や

“
縁
結
び
の
西
河
岸
地
蔵
尊
”な
ど
、

本
区
に
関
係
の
深
い
場
所
が
ス
ト

ー
リ
ー
の
中
心
を
な
し
て
い
ま
す
。

花か

柳り
ゅ
う

界か
い

に
生
き
る
対
照
的
な
性

格
の
二
人
の
日
本
橋
芸
者（
稲い

な

葉ば

家や

の
お
孝こ

う

・
瀧た

き

の
家や

の
清き

よ
 
は葉

）と

若
い
医
学
士
の
葛か

つ

木ら
ぎ

晋し
ん

三ぞ
う

、
そ
し

て
稲
葉
家
の
可か

憐れ
ん

な
雛す

う

妓ぎ
（
半

玉
）お
千
世
が
か
ら
む
波は

瀾ら
ん

に
満

ち
た
恋
物
語
が
、
区
内
を
舞
台
に

展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

新
派
の
名
狂
言「
日
本
橋
」に
ゆ

か
り
あ
る
人
々
に
よ
っ
て
制
作
・

奉
納
さ
れ
た
当
図
額
は
、
日
本
の

演
劇
史
の
み
な
ら
ず
地
域
史
的
な

資
料
と
し
て
も
貴
重
な
文
化
財
と

い
え
ま
す
。

中
央
区
主
任
文
化
財
調
査
指
導
員�

�

増
山
一
成

チョッと
知っ得

　

減
災
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
や
本
区
の

実
情
を
踏
ま
え
て
防
災
対
策
の
強

化
・
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

・
地
域
防
災
力
の
向
上

・
帰
宅
困
難
者
対
策
の
強
化

・
津
波（
水
害
）対
策

・
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く

り

・
本
区
の
防
災
対
策
の
強
化

※
意
見
の
提
出（
問
合
せ
）先
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―
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危
機
管
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危
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管
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メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

bosaikeikaku@
city.chuo.lg.jp

▲

昨
年
の「
新
成
人
の
つ
ど
い
」

中
央
区
地
域
防
災
計
画
の
修
正
に
あ
た
り

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

二
十
歳
の
記
念

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」

▲

板
絵
着
色
お
千
世
の
図
額


